
２．施行期日（経過措置）
（１） １．主な改正内容の（１）（システマティックレビューのPRISMA声明（2020年）への準拠）については、対応に一定の準備期間が必要

となることから、 経過期間を設ける。

①新規届出については、令和７年４月１日届出以降、PRISMA声明（2020年）に準拠することとし、届出の際は別紙様式２（新様式・

2020準拠版）を用いること。なお、それまでの間はPRISMA声明（2009年） に準拠して届出しても差し支えないが、その場合は、別

紙様式２（新様式・2009準拠版）を用いること。

②既存の届出については、随時、PRISMA声明（2020年）に準拠した研究レビューの変更届出を行うこととする。変更届出の際は別紙

様式２（新様式・2020準拠版）を用いること。

（２） １．主な改正内容の（２）「届出内容の責任の所在の明確化（別紙様式２の変更）」及び１．主な改正内容の（３）「その他の技術的事
項」は経過期間を設けない。
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令和５年
７月中旬 準備が出来次第速やかに

令和７年
４月１日

①新規届出

随時、PRISMA声明（2020年）に準拠した研究レビューの提出

＜経過期間＞
・PRISMA声明（2009年）による資料の提出も可
・別紙様式２（新様式・2009準拠版）を使用

②変更届出

PRISMA声明（2020年）に準拠した研究レビューの提出
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機能性表示食品、特定保健用食品の国内市場

富士経済の調べに基づく機能性表示食品及び特定保健食品の国内市場規模推移。
同社のプレスリリースから
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森永製菓株式会社
（K390）

ウッドウインズ株式会社
(K606）

株式会社J-オイルミルズ 
(K475）
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食品の機能性素材（研究中） ー2025年度新規に記載

素材名・化合物名 生理機能 企業名・機関名

アンセリン 心不全に対する改善効果 静岡県立大学 薬・森本先生

ケルセチン
チロシンフェノール-リアーゼ(TPL)阻
害効果

静岡県立大学 食・三好先生

3,5-ジヒドロキシ安息香酸
チロシンフェノール-リアーゼ(TPL)阻
害効果

静岡県立大学 食・三好先生

ヒヨコマメ 血糖値 静岡県立大学 食・三好先生

プロポリス チロシナーゼ阻害作用 静岡県立大学 食・熊澤先生

野生ベリー由来アントシアニン 抗酸化 静岡県立大学 食・熊澤先生

緑茶 主成分の定量法の比較 静岡県立大学 食・熊澤先生

茶カテキン 急性上気道感染への効果 静岡県立大学 薬・山田 浩先生

ノビレチン 血糖値 静岡県立大学 薬・石川、金子先生

紫ヤム由来アントシアニン 体内への吸収 静岡県立大学 食・熊澤先生

緑茶 ストレス 静岡県立大学 食・海野先生

新規文献追記
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